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体外成熟培養液への NADase 阻害剤の添加がウシ卵母細胞の胚盤胞形成率に及ぼす影響 
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[目的]ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド(NAD+)とその代謝物は、生理学的プロセスを

維持するための重要な調節因子として機能しており、栄養障害、遺伝毒性因子、概日リズム

の乱れ、感染症、炎症、外来物質などの環境変化に細胞が適応できるようにしている。ウシ

卵母細胞の培養液に NAD+前駆体を添加することで、卵母細胞の NAD+値が上昇し、ミトコン

ドリア機能が上昇、そして胚盤胞への発育能が上昇した 1。CD38 は、多くの免疫細胞（白血

球）の表面に存在する糖タンパク質で NAD+を分解する。卵母細胞の回収では血液細胞がしば

しば混入することがあり、その結果として、卵母細胞内の NAD+値を低下させる可能性があ

る。本研究ではCD38を阻害する薬剤78cが卵母細胞のIVF後の発育に及ぼす効果を調べた。 

【方法】屠体卵巣よりウシ未成熟卵母細胞を回収し、78c を 1 または 10 μM を添加した培

養液で成熟培養を行い、体外受精後の胚盤胞への発育能を調べた。また、成熟培養前後の卵

母細胞内 NAD+値を測定した。 

【結果】78c を卵母細胞成熟培養液に添加しても、胚盤胞形成率は変化しなかった 

(control: 20% vs. 78c: 20-23%)。また、体外成熟培養後の NAD+値は培養前と同等で、変化

しなかった。 

[結論] 成熟培養の前後で卵母細胞内 NAD+値が変わらなかったことから、NAD+を分解する

CD38 を持つ免疫細胞の混入は少なく、発育能への影響は少なかったと考えられる。我々は

卵母細胞内 NAD+レベルを高めることにより、発育能が改善することを明らかにしており、よ

り効率的に NAD+レベルを高める条件の設定を目指す予定である。 
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